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建設すると決まったの？
Ａ．決まっていません。
　　今回予算審査したの
は基本計画です。

何で必要なの？
Ａ．富士宮市の文化財は主に「埋蔵文化財センター」（長
貫）と「郷土資料館」（市民文化会館内）に保管
していますが、埋蔵文化財センターの老朽化によ
る雨漏りや富士川の浸水被害想定のため、別の保
管・展示場所が必要です。

市民周知と、作る
時期、場所、内容、
費用を示していた
だきたい。

基本計画を作り、
事業費の概算、規
模、場所等を市民
に周知したい。

議論が足りておら
ず、反対により議
論を終結させるべ
きではない。

【ポイント】
　予算審査特別委員会で最大の注目が集まったのは、「（仮称）富士宮市立郷土史博物館基本計画
策定事業」でした。数十年ぶりといわれるほどの審議時間を費やした議論ですが、「どういうこ
と？」「そもそも郷土史博物館って何？」「建てることで決まったの？」など、わからないことが多
い市民もいらっしゃると思います。今回の議論のポイントを出来るだけ分かりやすくお伝えします。

各議員が賛意を示した議案・決議を（原案）・（附帯決議）・（修正案）のアイコンで示しています

何で議会で揉めてるの？
Ａ．市民に必要性を伝える機会が十分に用意され
ておらず、また、具体的な全体像が見えづら
い中で整備費用や財政への影響、候補と目さ
れる場所の近隣への影響が先行したためです。

　　これまでの市当局と議会のやり取りで、過去
の附帯決議の内容が盛り込まれているか不明
確で、溝や不信感が生まれていたためです。

これからどうなるの？
Ａ．令和7 年度中に示され
ている基本計画案に、
規模、場所、費用、既
存施設の利用等が公表
されます。これに対し、
市議会が議論し、整備
のあり方について方向
性が決まります。

事業費・規模・場
所の基本計画を充
分議論し市民への
周知が必要！
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計画未提示では議
論出来ない。

議論が足りておら
ず、反対により議
論を終結させるべ
きではない。

基本計画を作り、
事業費の概算、規
模、場所等を市民
に周知したい。

市民周知と、作る
時期、場所、内容、
費用を示していた
だきたい。
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附帯決議
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計画がわからなけ
れば判断しようが
ない。賛否は内容
による。
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設置場所や規模な
ど市民に丁寧に説
明してから賛意を
求める。
※附帯決議の表決に参
加していません。
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附帯決議

いま、本当に必
要？市民は “ハコ
モノ” に対してネ
ガティブな意見。
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人口減少が加速す
る今、市民ニーズ
と全くかけ離れて
いるから。
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修 正 案

修 正 案

市民に説明がな
い。市民の暮らし
に直結するものを
優先すべき。
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物価高騰、少子化、
すべきことは他に
ある。明確な判断
材料もない。
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修 正 案

修 正 案

限られた予算。収
蔵物も曖昧な箱物
建設より本当に必
要な分野へ。
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基本計画作成前
に、中途半端に終
わった基本構想を
作り直すべし。

佐
野
和
彦

修 正 案

修 正 案

市民の理解、市の
基本方針、社会情
勢への配慮、すべ
てありません。
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歴史の文化と継承
は大切であるが博
物館の場所と規模
を再考願う。
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修 正 案

修 正 案

博物館構想を進め
るには市民の声を
十分に受入れた事
業展開が必要。
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基本構想をもう一
度練りなおすべ
き。博物館のコン
セプトを明確に。
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修 正 案

修 正 案

私たちは、未来に
過去・現在の文化
を伝える責任と義
務がある。
※全ての表決に参加し
ていません。
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附帯決議

学校の活用、立地、
規模、整備時期は
基本計画で議論す
るもの！
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基本計画により具
体的な内容が示さ
れる。その上で検
討したい。
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原　　案

原　　案

郷土史の収集・保
管・活用に何が必
要なのか見極めて
いく。
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附帯決議

市民と共に、先に
生きた人の想いに
感謝できる町にし
たい。

附帯決議

修 正 案附帯決議原　　案

どうなる、郷土史博物館


